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平成３０年小樽市議会第３回定例会 

市 長 提 案 説 明 

 

 本日、平成３０年第３回定例会が開会されるに当たり、今後４年間における市

政についての所信の一端を申し上げ、議員の皆様の御理解と御協力をお願いする

ものであります。 

 

まず、９月６日に発生しました北海道胆振東部地震で被災された皆様に心より

お見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧と復興を願っているところで

あります。 

地震発生から２０日が経ち、道内全域に大きな混乱をもたらした停電ですが、

ここに来て本市の市民生活は落ち着きを取り戻してきたと感じております。しか

しながら、観光客の減少などにより、今後も市内経済への影響が懸念されること

から、状況の把握に努めるとともに、経済界の皆様と力を合わせ、必要な対策を

講じてまいりたいと考えております。 

次に、昨日、公表いたしました職員の住居手当の不正受給について申し述べさ

せていただきます。 

札幌市における親族間の賃貸借契約に係る住居手当の不正受給問題を踏まえ、

本市においても、親族間の賃貸借契約等に係る住居手当の実態調査を実施したと

ころ、職員２名の不正受給が判明したことから、当該職員に対する処分を行い、

昨日、公表をさせていただいたところであります。 

行政に対する市民の皆様及び議員の皆様の信頼を損ねたことにつきまして、深

くおわびするとともに、今後、住居手当の在り方を見直し、チェック体制を強化

するなど、再発防止に努めてまいります。 

 

さて、市政においては、ここしばらく議会や経済界との信頼関係が構築されず、

新幹線の開業に向けたまちづくりや小樽港を活用したまちづくりなど、経済界と

連携して取り組むべき重要課題の解決が滞っていたと感じていたところでありま

すが、私が多くの市民の皆様から支援をいただけたのは、こうした状況の正常化
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や、このまちが抱える多くの課題の解決に、私の３５年の行政経験が、即戦力と

して期待されたものと受け止めております。 

この期待に応えられるよう、これまでに培った経験を生かし、そして職員の力

も借りながら、今度は小樽市の代表として、誠実に議会と向き合い、市民の皆様

や、経済界、まちづくり団体の皆様と対話を重ね、停滞感が漂うまちづくりを再

起動し、着実に前に進めていくよう、リーダーシップを発揮してまいります。 

もう一つ、組織のトップとしての大切な役割は、市民の皆様から信頼され、評

価される市役所づくりであると考えます。 

本市はこれまでも、自治基本条例の制定や、市政への市民参加の取組など、市

民との協働を意識した市政運営を行ってきたところではありますが、１年数か月

にわたって市役所を離れ、多くの市民の皆様の声を聴いてきた中で、市役所の体

質や職員の意識に改善を求める声を、少なからず感じ取ってまいりました。 

このことから、職員にもっと積極的に生活、福祉、経済などの「現場」に入っ

て関係者の皆様と対話し、市民ニーズをしっかり捉えるよう意識改革を促すとと

もに、庁内での議論と連携を促進して、組織全体としての課題解決力を高め、

「市民本位」のまちづくりにつなげてまいります。 

次に政治姿勢についてですが、本市は長らく人口減少・少子高齢化が続いてお

り、全国的な少子化や、年齢が下がるに連れて少なくなる本市の人口構造、大都

市札幌に隣接した地理的特性から、今後もこの傾向が続く見通しであり、働く世

代の減少や、まちの経済、市の財政規模の縮小が懸念されています。 

こうした中で、いかにして市民生活を守り、豊かにするための公共サービスを

維持していくか、また、山坂が多い本市において自然災害にどのように備えてい

くかなど、多くの課題を抱えています。 

このようなときこそ、皆で創意工夫し、力を合わせることが必要です。 

私は、こうした課題に対応し、市民の皆様が安心して安全に暮らせる、夢あふ

れる元気な小樽を実現するためのまちづくりの基本的な考え方として、三つの政

治姿勢を掲げました。 

一つ目は「対話の重視」です。 
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職員との対話や議論はもちろんのことですが、私は職員時代から部下に対して、

まちづくりのアイデアは市民の皆様の中にあると話してきました。 

議会や市民の皆様との対話や議論を重ね、ともにまちづくりを考え、まちづく

りを進めるとともに、市民の皆様にとってわかりやすく、納得いただけるまちづ

くりを進めてまいります。 

二つ目は「経済と生活の好循環」です。 

小樽の経済と雇用を支えているのは多くの中小の企業です。 

様々な分野の中小の企業の振興を図りながら、税収の増加につなげ、市民の皆

様の生活や暮らしを守る政策を前に進めていけるような好循環を生み出し、持続

性のあるまちづくりを進めてまいります。 

三つ目は「備え」です。 

備えあれば憂いなしです。逆に私たちが備えを怠れば、憂えることになるのは

市民の皆様です。 

社会や時代の変化を読み取り、常に市民の皆様の安全・安心や、時代の変化、

そして未来に備えてまいります。 

次に、この４年間で重点的に推進したい四つの政策の柱と、具体的な施策の一

端を申し上げます。 

それぞれの分野における施策を関連付けながら、人口減少対策に向けた戦略と

して考えてまいります。 

一つ目は「次世代をつくる」です。 

安心して子どもを産み育てることができ、全ての子どもたちが能力や可能性を

発揮できるまちを目指します。 

このため、子育て世代包括支援センターの設置や保育環境の整備に取り組むと

ともに、子どもたちが安心して利用でき、癒される公園の整備を進めます。 

また、不登校問題や障がいを抱える子どもがいる家庭に寄り添い、支える体制

を整えるとともに、経済的困難を抱える家庭などの子どもへの学習支援体制を整

え、学力や学習意欲の向上を支えます。 

さらに、文化、芸術、スポーツに取り組む児童生徒の活動を支援し、豊かな感
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性を育み、潜在的な可能性を引き出す教育環境づくりを進めます。 

 二つ目は、「安全をつくり、安心を生む」です。 

全ての市民が健康で、生きがいと夢を抱きながら、安心・安全に暮らすことが

できるまちを目指します。 

 このため、高齢の方々が地域社会との接点と絆を持ち、健康寿命を延ばし、生

涯現役で元気に生活できるよう努めるとともに、介護が必要になっても住み慣れ

た地域で暮らし続けられるよう、「地域包括ケアシステム」を構築し、福祉、医

療、介護等が連携した支援に取り組みます。 

 また、通院や買物の足を守るため鉄道、バス、タクシーなどの公共交通ネット

ワークの維持に努めます。 

さらに、除雪対策本部を早期に設置し、早めに降雪シーズンに備えるとともに、

バス路線やスクールゾーンを優先するなど、市民の皆様に納得いただける除排雪

に努めます。 

災害対策としましては、災害による人的被害軽減のため、町会の防災訓練を支

援し、迅速で的確に避難行動がとれるよう、市の体制整備を含め、防災力の強化

を図ります。 

三つ目は、「にぎわいをつくる」です。 

豊かな自然や歴史・文化を生かし、市民に根ざした観光のまち、地域経済を支

える中小企業が元気に事業を続けることができるまちを目指します。 

このため、観光振興については、歴史的な街並みを生かし、旧国鉄手宮線、北

運河と第３号ふ頭を一体的に整備するとともに、日本遺産認定された北前船寄港

地としての魅力を発信し、小樽の新しい観光拠点づくりを進めます。 

また、クルーズ客船の誘致を積極的に進め、第３号ふ頭周辺を「みなと観光」

の拠点として市民や観光客が憩える場所に整備するほか、外国人向けの多言語表

示や、ホスピタリティ意識の向上、観光地周辺の除排雪の強化などにより、安心

で安全な国際観光都市としての発展を図ります。 

更に、商店街や市場の特性を生かした魅力づくりを進めるとともに、小樽を訪

れる観光客の回遊性を高めるなど、中心市街地のにぎわい形成に努めます。 
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そして、農業や水産業における一次産品の付加価値を高め、ブランド化を進め

るとともに、新商品の開発を支援し、物産展や展示会などを通じて国内外に販路

の拡大を進めます。 

また、市内経済の活力を維持するため、新規開業や事業承継を支援するなど、

中小企業振興基本条例の理念に基づき、中小企業、小規模事業者の振興策に取り

組みます。 

 四つ目は「未来をつくる」です。 

 公共施設や小樽駅前、小樽港の整備、新幹線の活用など、人や物が活発に交流

するまちを目指します。 

 このため、市役所庁舎をはじめとした、老朽化し耐震強度が不足している公共

施設を、市民の皆様の御意見を聞きながら、計画的に再編整備していくとともに、

廃校や用途が廃止された施設、土地などの市有財産を、地域の発展のため、有効

活用を図ります。 

 また、にぎわいによる街の活力を維持するため、民間の力を活用して小樽駅前

地区などの整備を進めるとともに、新幹線の新駅周辺のまちづくりや中心市街地

との連携など、新幹線開業に向けた具体的な取組を開始します。 

そして、これらの政策の進め方についてでありますが、議会や経済界との関係

改善はもちろんのこと、まずは、後退感のあるものを元に戻すことが最優先であ

ると考えます。 

除排雪については、市民要望を踏まえて排雪の充実を図り、また、財政につい

ては健全化に向けたプランを策定し、改善の取組を進めてまいります。 

その上で、新たな取組について、市民の皆様からの御意見も伺いながら、国・

道との連携や民間の力の活用なども併せて検討を行い、財政の健全化とのバラン

スを保ちつつ、順次、予算に反映してまいります。 

先人たちが築き上げてきた、歴史と伝統あるこの素晴らしい小樽を、将来の世

代にしっかりと引き継ぐため、時代の変化に適応し、持続的な発展への道筋をつ

けていくのは私たちの役目であります。 

ラグビーでいう「スクラムトライ」の精神で、職員はもちろんのこと、議会や
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経済界、まちづくり団体などとコミュニケーションをしっかりとって、知恵を出

し合い、力を合わせて大きな課題に立ち向かい、夢あふれる元気な小樽を実現す

るため、全力で取り組んでまいりますので、議員の皆様におかれましても、是非

ともお力添えを賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。 

なお、副市長の選任につきましては、新年度予算の編成に当たり、副市長とと

もに臨み、議論したいと考えておりますので、第４回定例会までに選任できるよ

う、努めてまいります。 

 

それでは、今議会に上程されました各案件について、提案理由の概要を説明申

し上げます。 

 

初めに、議案第１号から議案第５号までの平成３０年度各会計補正予算につい

て説明申し上げます。 

まず、議案第１号、一般会計補正予算の主なものといたしましては、平成２９

年度に超過交付となった国庫支出金等の返還金や、地球温暖化対策として国が推

し進めている、二酸化炭素の排出抑制に向けた取組の普及啓発を図る「クール・

チョイス推進事業費」、次世代を担う新規農業従事者の経営基盤確立を支援する

「農業次世代人材投資事業費補助金」を計上したほか、消防署手宮出張所と高島

支所を統合し、（仮称）消防署手宮支署を建設するための基本設計の着手や、総

合福祉センターと高島小学校温水プールのボイラー設備の更新などについて所要

の経費を計上いたしました。 

また、除雪費につきましては、雪山処理や通学路の安全確保など、市民要望の

多い排雪作業の充実を図るため、計画排雪量を見直した上で「除排雪業務委託

料」を計上したほか、昨今の電力料金の上昇等の影響を精査して「ロードヒー

ティング関係経費」を増額するなどの予算措置をいたしました。 

そのほか、平成２９年度一般会計の決算剰余金の２分の１を「財政調整基金」

へ積み立てるとともに、将来に備えて「庁舎建設資金基金」を積み立てることと

し、所要の補正を計上いたしました。 
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これらに対する財源といたしましては、普通交付税、臨時財政対策債について

は、本年度交付額の算定結果を受けて減額しましたが、平成２９年度決算剰余額

を繰越金として計上したほか、国・道支出金、寄附金、繰入金、諸収入を計上し

ました。以上の結果、一般会計における補正額は、歳入歳出ともに１３億５３万

円の増となり、財政規模は５６４億９，１０２万６，０００円となりました。 

 次に、議案第２号から第５号までの特別会計の補正予算について説明申し上げ

ます。 

港湾整備事業につきましては、多目的荷役機械の補修に要する所要の経費を計

上し、財源といたしまして、平成２９年度決算剰余額を繰越金として計上したほ

か、一般会計からの繰入金を計上いたしました。 

国民健康保険事業及び介護保険事業につきましては、平成２９年度に超過交付

となった国庫支出金等の返還金などを計上いたしました。 

後期高齢者医療事業につきましては、平成２９年度出納整理期間中に収納した

保険料を、北海道後期高齢者医療広域連合へ納付するため予算措置いたしました。 

 次に、議案第６号から議案第１９号までの平成２９年度各会計決算認定などに

ついて説明申し上げます。 

 一般会計につきましては、歳入総額５６１億３，４３７万６，０６２円に対し、

歳出総額は５５９億１，３７３万１，７３９円で、実質収支は２億２，０６４万

４，３２３円の黒字となり、これを翌年度に繰り越すこととして決算を了したと

ころであります。 

また、前年度の実質収支を差し引いた単年度収支は４億４，２０３万６，６２

４円の赤字、さらに財政調整基金の積立てや取崩しを考慮した実質単年度収支は、

４億１，０３５万６，６１２円の赤字となりました。 

歳入では、市民税、固定資産税、都市計画税などの市税収入や地方消費税交付

金が予算を上回り、歳出では、職員給与費、生活保護費、特別会計への繰出金な

どにおいて不用額が生じたことから、実質収支は黒字となりましたが、単年度収

支、実質単年度収支は２年連続の赤字となったところであり、依然として厳しい

財政状況にあります。 
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なお、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比

率等につきましては、「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」は、平成２８年

度に引き続き比率自体が計上されないこととなりました。また、「実質公債費比

率」は７．９パーセント、「将来負担比率」は４８．５パーセントとなり、いず

れも早期健全化基準を下回るとともに、前年度と比較して、「実質公債費比率」

で０.４ポイント、「将来負担比率」は１３．２ポイント改善しました。 

一方、公営企業会計の「資金不足比率」につきましては、賞与引当金の控除な

どの算定上の経過措置が平成２８年度で終了したことから、病院事業で０．１

パーセントとなりましたが、経営健全化基準を下回っており、その他の企業会計

では、前年度と同様に比率自体が計上されないこととなりました。 

次に、平成２９年度に実施した主な施策について、「小樽市総合戦略」の４つ

のプロジェクトに沿って説明申し上げます。 

１点目の「あずましい暮らしプロジェクト」の取組では、平成２８年度からの

繰越事業として、ＪＲ銭函駅のバリアフリー化のため整備費用の一部を補助した

ほか、国の「地方創生拠点整備交付金」等を活用した「建築ストック・リノベー

ションまちづくり事業」を実施し、歴史的建造物である「旧寿原邸」の有効利用

に向けた部分改修や、空き家・空き店舗の活用に向けた講習会・相談会などを開

催しました。 

また、多くの市民や観光客が利用する市の施設について、和式トイレの洋式化

などの整備に着手し、今後も順次進めて参ります。 

２点目の「樽っ子プライド育成プロジェクト」の取組では、北海道の補助制度

を活用し、保育料無償化の対象世帯を拡大したほか、保育環境の整備を図るため、

民間保育施設の建替えや防犯カメラ設置に要する経費の一部を助成しました。 

また、中学校の授業や小学校における国際理解教育での活用を図るため、外国

語指導助手を増員したほか、全道規模の小学生陸上競技大会の開催に対応できる

よう、手宮公園競技場に小学生用ハードルを整備しました。 

３点目の「にぎわい再生プロジェクト」の取組では、海外販路拡大のため、新

たにベトナムにおいて産・学・官による市場開拓事業を実施したほか、歴史的価
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値の高い文化財の活用を通じて地域活性化を図るため、日本遺産認定に向けた取

組を進め、平成３０年５月に、北前船寄港地の日本遺産追加認定を受けたところ

です。 

また、「ふるさと納税」につきまして、本市のまちづくり施策への賛同者の増

加と地域経済の活性化を図るため、返礼の特産品の充実や寄附額区分の見直しに

よる拡充を行いました。 

４点目の「あんしん絆再生プロジェクト」の取組では、平成２９年２月に北海

道が公表した「新たな浸水想定」に対応した津波ハザードマップを新たに作成す

るなど、災害対策に向けた取組を進めました。 

 次に、そのほかの主な施策について、説明申し上げます。 

まず、山の手小学校の統合新築につきまして、校舎・屋内運動場とグラウンド

整備工事等が平成３０年３月に完了し、４月に開校を迎えました。また、小中学

校の古くなった机・椅子について、計画的な更新に着手したほか、廃棄物最終処

分場の延命化を図るため、かさ上げによる拡張整備の実施設計を行いました。 

そのほか、介護事業において、認知症ケアの向上を図るため、社会福祉法人等

の団体が実施する認知症カフェの運営に対する支援や、後期高齢者医療事業にお

いて、７５歳以上の高齢者の無料歯科健診を新たに実施いたしました。 

次に、予算と決算の対比について、その主なものを説明申し上げます。 

一般会計の歳入につきましては、市税で約１億２，９６３万円、地方消費税交

付金で約７，６５３万円、諸収入で約１億２，５０２万円の増収となりましたが、

国庫支出金で約４億８，５０３万円、繰入金で約１１億９０万円、市債で３億５，

５１０万円の減収となったことから、歳入総額では約１５億９，０３４万円の減

収となりましたが、このうち２，８００万円については、繰越事業の財源として、

３０年度に歳入が見込まれるものであります。 

歳出につきましては、繰越事業分を除き、約１７億８，２９８万円の不用額を

生じましたが、この主なものといたしましては、民生費で、扶助費や特別会計繰

出金の減などにより約７億４，２９４万円、土木費で、道路橋りょう費の国の交

付金事業や港湾費の国直轄工事費負担金の減などにより約４億８，５３２万円、
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職員給与費で、職員手当の減などにより約１億３，１９０万円の減となりました。 

次に、特別会計のうち主な会計について説明申し上げますと、まず、国民健康

保険事業につきましては、歳入総額１７８億６，５６３万２０円に対し、歳出総

額１７４億７，０２０万６，０１６円となり、差引き３億９，５４２万４，００

４円の剰余金を生じました。なお、国・道支出金及び支払基金交付金が超過交付

となった３億１６万２，６２９円については、平成３０年度に精算するものであ

ります。 

住宅事業につきましては、歳入総額１２億１,３３４万４,７０９円、歳出総額

１２億１,３３４万４,７０９円となりました。 

主な事業といたしましては、市営若竹住宅３号棟の建替事業につきまして、解

体工事が完了し、平成３０年度の完成に向けて建築工事、機械設備工事及び電気

設備工事に着手したほか、市営住宅改善事業として、祝津住宅５号棟・６号棟及

び特定目的住宅である最上Ａ住宅５１棟の外壁等改修工事を実施いたしました。 

介護保険事業につきましては、歳入総額１４９億３，１４０万９，４３７円に

対し、歳出総額１４３億３，５００万３，９０７円となり、差引き５億９，６４

０万５，５３０円の剰余金を生じました。なお、国・道支出金及び支払基金交付

金のうち、超過交付となった３億８，５２４万４５９円については、平成３０年

度に精算し、不足する１０万３，５００円については平成３０年度に追加交付さ

れます。 

後期高齢者医療事業につきましては、歳入総額２０億５，２７９万４，３１６

円に対し、歳出総額２０億４９万２，９５６円となり、差引き５，２３０万１，

３６０円の剰余金を生じました。この剰余金は、平成２９年度の出納整理期間中

に収納した保険料であり、平成３０年度に北海道後期高齢者医療広域連合へ納付

するものであります。 

次に、企業会計について説明申し上げます。 

病院事業につきましては、予算額に対し、収益的収支におきましては、収入は

入院収益及び外来収益の増などによる医業収益の増により１億１，２８０万６，

４２４円の増収となり、支出では給与費及び経費などの減による医業費用の減な
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どで２億４，８９５万２３３円の不用額を生じました。 

資本的収支におきましては、収入は企業債借入れの減などにより７，５８７万

１，０００円の減収となり、支出では建設改良費の減などで８，４０４万１，２

４１円の不用額を生じました。 

なお、当年度純損失４億５，５５８万５，０１１円につきましては、当年度未

処理欠損金として処理する予定です。 

 水道事業につきましては、予算額に対し、収益的収支におきましては、収入は、

給水収益の増などにより５，７６９万６，５９９円の増収となり、支出では営業

費用などで１億４，５４２万９，０５９円の不用額を生じました。 

 資本的収支におきましては、収入は企業債借入れの減などにより１億２，４１

５万７，５９９円の減収となり、支出では建設改良費などで９，３３０万４，７

６５円の不用額を生じました。 

 なお、当年度未処分利益剰余金９億８，２８６万５９４円のうち、４億８，３

２３万２２円につきましては、自己資本金として処分し、４億９，９６３万５７

２円につきましては、減債積立金として処分する予定であります。 

 下水道事業につきましては、予算額に対し、収益的収支におきましては、収入

は、下水道使用料の増などにより２，５２２万６，２４９円の増収となり、支出

では営業費用などで４，６４７万１，２１７円の不用額を生じました。 

 資本的収支におきましては、収入は企業債借入れの減などにより４億５，５３

８万１，７８１円の減収となり、支出では建設改良費などで３億１，３３０万４，

５６８円の不用額を生じました。 

 なお、当年度未処分利益剰余金１１億８１５万４，２８５円のうち、６億１，

２１９万５，４１０円につきましては、自己資本金として処分し、４億９，５９

５万８，８７５円につきましては、減債積立金として処分する予定であります。

 産業廃棄物等処分事業につきましては、予算額に対し、収益的収支におきまし

ては、収入は産業廃棄物等処分手数料の減から２，２８７万１５７円の減収とな

り、支出では維持管理費などで１，１７３万９１４円の不用額を生じました。 

 資本的収支におきましては、一般会計長期貸付金の償還により１億円の収入が
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生じました。 

 なお、当年度未処分利益剰余金９，２６４万６，７５７円につきましては、全

額を利益積立金として処分する予定であります。 

 簡易水道事業につきましては、平成２９年４月１日付けで地方公営企業法を適

用し、公営企業会計として初めての決算となりました。決算状況について説明い

たしますと、予算額に対し、収益的収支におきましては、収入は、他会計補助金

の減などにより１，０５３万２，０６２円の減収となり、支出では営業費用など

で６３０万９，０９６円の不用額を生じました。 

 資本的収支におきましては、収入は企業債借入れの減などにより１，２７０万

３０６円の減収となり、支出では建設改良費などで３１万８，１９８円の不用額

を生じました。 

 なお、当年度純損失７４０万２，４１４円につきましては、当年度未処理欠損

金として処理する予定です。 

 

続きまして、議案第２０号から議案第２８号までについて説明申し上げます。 

議案第２０号 特別職に属する職員の給与条例の一部を改正する条例案につき

ましては、私の給料月額について、独自削減の減額率を変更するものであります。 

議案第２１号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例案につきましては、基準省令の一部改正に伴い、代替保育に

係る連携施設の確保義務の緩和等に関する規定を基準省令のとおり適用するもの

であります。 

議案第２２号 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案につきましては、基準省令の一部改正に伴い、放課

後児童支援員の基礎資格等を有する者に関する規定を基準省令のとおり適用する

ものであります。 

議案第２３号 市営住宅条例の一部を改正する条例案につきましては、若竹住

宅３号棟を供用開始することに伴い、同住宅の戸数を変更するとともに、児童遊

園及び駐車場を設置するものであります。 
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議案第２４号及び議案第２５号の工事請負変更契約につきましては、若竹住宅

３号棟の建替工事及び（仮称）中央５号上屋新築工事の請負変更契約を締結する

ものであります。 

議案第２６号 市道路線の変更につきましては、塩谷川沿線の起点を変更する

ものであります。 

議案第２７号 教育委員会委員の任命につきましては、小澤倭文夫氏の任期が

平成３０年１０月１０日をもって満了となりますので、引き続き同氏を任命する

ものであります。 

議案第２８号 固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、杉下清次

氏の任期が平成３０年１０月５日をもって満了となりますので、引き続き同氏を

選任するものであります。 

なお、議案第２７号及び議案第２８号につきましては、議会の最終日前にそれ

ぞれ任期満了となることから、先議をお願いするものであります。 

 

最後に、専決処分報告についてでありますが、報告第１号につきましては、市

長選挙の実施に係る予算を措置するため、一般会計の補正予算について平成３０

年７月９日に専決処分したものであります。 

報告第２号につきましては、北照高等学校野球部の全国高等学校野球選手権大

会への出場が決定したことから、遠征経費等の一部を助成するため、一般会計の

補正予算について、平成３０年８月３日に専決処分したものであります。 

報告第３号につきましては、平成２９年度に超過交付となった療養給付費等交

付金の返還金を期限内に納付するため、国民健康保険事業特別会計の補正予算に

ついて平成３０年９月１９日に専決処分したものであります。 

報告第４号につきましては、建築基準法の一部改正に伴い、診療所等の外壁等

の防火構造に関する規定を削除するとともに、建築物の敷地と道路との関係の建

築認定申請手数料、仮設興行場等建築許可申請手数料を設けるほか、所要の改正

を行うため、建築基準法施行条例及び手数料条例の一部を改正する条例を平成３

０年９月２０日に専決処分したものであります。 
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以上、概括的に説明申し上げましたが、何とぞ原案どおり御可決、御同意、御

承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

 


